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(57)【要約】
　イヤホンは、発声部（３０）と、プリント回路基板（
１４）とプラグ（１５）とソケット（１６）を固定装着
した本体（１２）と、接続ケーブル（４０）と、プラグ
（１５）と、ソケット（１６）と、接続ケーブル（４０
）が電気的に接続されたプリント回路基板（１４）と、
を含む。プラグ（１５）は、オーディオ出力及び電源入
力機能を備えるライトニング端子（２２）に適合される
ためのものである。発声部（３０）及びソケット（１６
）は、いずれもプラグ（１５）に電気的に接続され、プ
ラグ（１５）がライトニング端子（２２）内に挿入され
る際に同時に作動することができ、かつ音楽再生及び充
電することにそれぞれ用いられている。該イヤホンは、
プラグ（１５）によりオーディオ出力及び電源入力機能
を備えるライトニング端子（２２）に適合され、本体に
設置された同時に作動することができるソケット（１６
）と、本体に接続された発声部（３０）によりそれぞれ
音楽再生及び充電し、それによって音楽を聴きながら充
電することを実現する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発声部と、
　プリント回路基板とプラグとソケットを固定装着した本体と、
　前記本体と前記発声部との間に接続された接続ケーブルと、を含み、
　前記プラグ、前記ソケット及び前記接続ケーブルは、前記プリント回路基板に電気的に
接続されており、
　前記プラグは、オーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング端子に適合され
るためのものであり、
　前記ライトニング端子は、電子装置に設置されており、
　前記発声部及び前記ソケットは、いずれも前記プラグに電気的に接続されており、前記
プラグがライトニング端子内に挿入される際に同時に作動することができ、かつ音楽再生
及び充電にそれぞれ用いられている、ことを特徴とするイヤホン。
【請求項２】
　前記本体は、第１差込部を備え、
　前記第１差込部に前記プラスが設けられており、
　前記ソケットは、前記第１差込部と対向方向設置されている、ことを特徴とする請求項
１に記載のイヤホン。
【請求項３】
　前記ソケットは、前記接続ケーブルに近い前記本体の箇所にスタッキングされている、
ことを特徴とする請求項２に記載のイヤホン。
【請求項４】
　前記本体は、さらに前記第１差込部と互いに垂直になる第２差込部を備え、
　前記ソケットは、前記第２差込部に設置されている、ことを特徴とする請求項２に記載
のイヤホン。
【請求項５】
　前記プリント回路基板は、アナログ信号及びデジタル信号を変換するためのデコーダチ
ップを備え、
　前記発声部は、前記接続ケーブルを介して前記デコーダチップに電気的に接続されてい
る、ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のイヤホン。
【請求項６】
　前記イヤホンは、さらにマイクと、を含み、
　前記デコーダチップは、Ａ／Ｄ変換モジュールと、Ｄ／Ａ変換モジュールと、を含み、
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記ライトニング端子から出力されたオーディオ信号を
前記発声部に適合されるためのオーディオ信号に変換し、
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、前記マイクからのアナログ信号を前記ライトニング端子
に適合されるためのデジタル信号に変換する、ことを特徴とする請求項５に記載のイヤホ
ン。
【請求項７】
　前記プリント回路基板に前記デコーダチップ状態を制御するためのマイクロ制御ユニッ
トが設けられている、ことを特徴とする請求項６に記載のイヤホン。
【請求項８】
　前記プリント回路基板に、前記ライトニング端子が入力した入力信号を標準信号に変換
するための主制御モジュールが設けられており、
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記電子装置が入力したデジタルオーディオ信号から変
換された標準信号をイヤホンに適合されるためのアナログ信号に変換し、
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、イヤホンのマイクからのアナログ信号を前記電子装置に
適合されるためのデジタル信号に変換する、ことを特徴とする請求項７に記載のイヤホン
。
【請求項９】
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　前記プリント回路基板にライセンス認証を取得するための電源チップが設けられており
、
　前記電源チップは、前記主制御モジュールに電気的に接続されており、
　前記ソケットは、前記電源チップに電気的に接続されている、ことを特徴とする請求項
１から４のいずれか１項に記載のイヤホン。
【請求項１０】
　前記プラグは、さらに前記本体に設置されてかつ前記プリント回路基板に電気的に接続
されている接続セグメントと、を含み、
　前記電源チップは、前記接続セグメントに電気的に接続されている、ことを特徴とする
請求項９に記載のイヤホン。
【請求項１１】
　前記接続セグメントの対向両面に前記ソケット及び前記接続ケーブルに電気的に接続さ
れている金属溶接点が設けられており、
　そのうち、前記接続ケーブルに電気的に接続されている金属溶接点は、ＬＡＭ　ＰＷＲ
、ＬＡＭ　Ｄ＋、ＬＡＭ　Ｄ－、ＬＡＭ　ＤＷ、ＬＡＭ　ＧＮＤであり、
　前記ソケットに電気的に接続されている金属溶接点は、ＤＰ、Ｄ＋、Ｄ－、ＧＮＤであ
る、ことを特徴とする請求項１０に記載のイヤホン。
【請求項１２】
　前記ライトニング端子は、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓのライト
ニング端子である、ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載のイヤホン。
【請求項１３】
　発声部と、
　プリント回路基板と、
　前記プリント回路基板に電気的に接続されているプラグと、ソケットと、を含み、
　前記発声部は、接続ケーブルを介して前記プリント回路基板に電気的に接続されており
、
　前記プラグは、オーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング端子に適合され
るためのものであり、
　前記発声部及びソケットは、前記プラグが前記ライトニング端子内に挿入される際に同
時に作動することができ、かつ音楽再生及び充電することにそれぞれ用いられている、こ
とを特徴とするイヤホン。
【請求項１４】
　前記プラグ及び前記ソケットは、前記プリント回路基板に装着されている、ことを特徴
とする請求項１３に記載のイヤホン。
【請求項１５】
　前記プラグ又は前記ソケットは、前記プリント回路基板に装着されている、ことを特徴
とする請求項１３に記載のイヤホン。
【請求項１６】
　前記ソケットは、前記接続ケーブルに設置されている、ことを特徴とする請求項１３に
記載のイヤホン。
【請求項１７】
　前記プラグ又は前記ソケットは、接続ケーブルを介して前記プリント回路基板に接続さ
れている、ことを特徴とする請求項１３に記載のイヤホン。
【請求項１８】
　さらに、前記発声部の発声パラメータを制御するための音声制御部と、を含み、
　前記ソケットは、前記音声制御部に設置されている、ことを特徴とする請求項１３に記
載のイヤホン。
【請求項１９】
　前記プリント回路基板は、アナログ信号及びデジタル信号を変換するためのデコーダチ
ップを備え、
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　前記発声部は、前記接続ケーブルを介して前記デコーダチップに電気的に接続されてい
る、ことを特徴とする請求項１３から１８のいずれか１項に記載のイヤホン。
【請求項２０】
　前記イヤホンは、さらにマイクと、を含み、
　前記デコーダチップは、Ａ／Ｄ変換モジュールと、Ｄ／Ａ変換モジュールと、を含み、
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記ライトニング端子から出力されたオーディオ信号を
前記発声部に適合されるためのオーディオ信号に変換し、
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、前記マイクからのアナログ信号を前記ライトニング端子
に適合されるためのデジタル信号に変換する、ことを特徴とする請求項１９に記載のイヤ
ホン。
【請求項２１】
　前記プリント回路基板に前記デコーダチップ状態を制御するためのマイクロ制御ユニッ
トが設けられている、ことを特徴とする請求項２０に記載のイヤホン。
【請求項２２】
　前記プリント回路基板に前記ライトニング端子が入力した入力信号を標準信号に変換す
るための主制御モジュールが設けられており、
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記電子装置が入力したデジタルオーディオ信号から変
換された標準信号をイヤホンに適合されるためのアナログ信号に変換し、
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、イヤホンのマイクからのアナログ信号を前記電子装置に
適合されるためのデジタル信号に変換する、ことを特徴とする請求項２１に記載のイヤホ
ン。
【請求項２３】
　前記プリント回路基板にライセンス認証を取得するための電源チップが設けられており
、
　前記電源チップは、前記主制御モジュールに電気的に接続されており、
　前記ソケットは、前記電源チップに電気的に接続されている、ことを特徴とする請求項
１３から１８のいずれか１項に記載のイヤホン。
【請求項２４】
　前記プラグは、さらに前記プリント回路基板に電気的に接続されている接続セグメント
と、を含み、
　前記電源チップは、前記接続セグメントに電気的に接続されている、ことを特徴とする
請求項２３に記載のイヤホン。
【請求項２５】
　前記接続セグメントの対向両面に前記ソケット及び前記接続ケーブルに電気的に接続さ
れている金属溶接点が設けられており、
　そのうち、前記接続ケーブルに電気的に接続されている金属溶接点は、ＬＡＭ　ＰＷＲ
、ＬＡＭ　Ｄ＋、ＬＡＭ　Ｄ－、ＬＡＭ　ＤＷ、ＬＡＭ　ＧＮＤであり、
　前記ソケットに電気的に接続されている金属溶接点は、ＤＰ、Ｄ＋、Ｄ－、ＧＮＤであ
る、ことを特徴とする請求項２４に記載のイヤホン。
【請求項２６】
　前記ライトニング端子は、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓのライト
ニング端子である、ことを特徴とする請求項１３から１８のいずれか１項に記載のイヤホ
ン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イヤホン技術分野に属し、特にイヤホンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　アップル社の発売したスマートフォンＩｐｈｏｎｅ７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓ
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に、初めてオーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング端子を採用し、イヤホ
ンの差込口を無くした。ライトニング端子は、充電やデータ伝送のインターフェースとし
て使われ、同時にデジタル信号を出力し、Ｃｏｄｅｃチップを備えるイヤホンと合わせ、
デジタル信号をアナログ音声に変換することができる。
　このような設置方式では、スマートフォンのインターフェースの数を減らすことができ
るが、同じ時間に１種の機能しか使えないため、音楽を聴きながら充電することができな
く、ユーザにとって大変不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、従来の技術にオーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング
端子を使用する際に同時に音楽を聴きながら充電することを実現することができないとい
う問題を解決するために、イヤホンを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、以下のようにこの目的を実現する：
　イヤホンは、
　発声部と、
　プリント回路基板とプラグとソケットを固定装着した本体と、
　前記本体と前記発声部との間に接続された接続ケーブルと、を含む。
　前記プラグ、前記ソケット及び前記接続ケーブルは、前記プリント回路基板に電気的に
接続されている。
　前記プラグは、オーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング端子に適合され
るためのものである。
　前記ライトニング端子は、電子装置に設置されている。
　前記発声部及び前記ソケットは、いずれも前記プラグに電気的に接続され、前記プラグ
がライトニング端子内に挿入される際に同時に音楽再生及び充電することができる。
【０００５】
　さらに、前記本体は、第１差込部を備える。
　前記第１差込部に前記プラスが設けられている。
　前記ソケットは、前記第１差込部と対向方向に設置されている。
　さらに、前記ソケットは、前記接続ケーブルに近い前記本体の箇所にスタッキングされ
ている。
　さらに、前記本体は、また前記第１差込部と互いに垂直になる第２差込部を備える。
　前記ソケットは、前記第２差込部に設置されている。
　さらに、前記プリント回路基板は、アナログ信号及びデジタル信号を変換するためのデ
コーダチップを備える。
　前記発声部は、前記接続ケーブルにより前記デコーダチップに電気的に接続されている
。
【０００６】
　さらに、前記イヤホンは、またマイクと、を含む。
　前記デコーダチップは、Ａ／Ｄ変換モジュールと、Ｄ／Ａ変換モジュールと、を含む。
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記ライトニング端子から出力されたオーディオ信号を
前記発声部に適合されるためのオーディオ信号に変換する。
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、前記マイクからのアナログ信号を前記ライトニング端子
に適合されるためのデジタル信号に変換する。
【０００７】
　さらに、前記プリント回路基板に前記デコーダチップ状態を制御するためのマイクロ制
御ユニットが設けられている。
　さらに、前記プリント回路基板に前記ライトニング端子が入力した入力信号を標準信号
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に変換するための主制御モジュールが設けられている。
　Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記電子装置が入力したデジタルオーディオ信号から変換さ
れた標準信号をイヤホンに適合されるためのアナログ信号に変換する。
　Ａ／Ｄ変換モジュールは、イヤホンのマイクからのアナログ信号を前記電子装置に適合
されるためのデジタル信号に変換する。
【０００８】
　さらに、前記プリント回路基板にライセンス認証を取得するための電源チップが設けら
れている。
　前記電源チップは、前記主制御モジュールに電気的に接続されている。
　前記ソケットは、前記電源チップに電気的に接続されている。
　さらに、前記プラグは、また前記本体に設置されてかつ前記プリント回路基板に電気的
に接続されている接続セグメントと、を含む。
　前記電源チップは、前記接続セグメントに電気的に接続されている。
【０００９】
　さらに、前記接続セグメントの対向両面に前記ソケット及び前記接続ケーブルに電気的
に接続されている金属溶接点が設けられている。
　そのうち、前記接続ケーブルに電気的に接続されている金属溶接点は、ＬＡＭ　ＰＷＲ
、ＬＡＭ　Ｄ＋、ＬＡＭ　Ｄ－、ＬＡＭ　ＤＷ、ＬＡＭ　ＧＮＤである一方、
　前記ソケットに電気的に接続されている金属溶接点は、ＤＰ、Ｄ＋、Ｄ－、ＧＮＤであ
る。
　さらに、前記ライトニング端子は、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓ
のライトニング端子である。
【００１０】
　本発明が提供したイヤホンは、
　発声部と、
　プリント回路基板と、
　前記プリント回路基板に電気的に接続されているプラグと、ソケットと、を含む。
　前記発声部は、接続ケーブルにより前記プリント回路基板に電気的に接続されている。
　前記プラグは、オーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニング端子に適合され
るためのものである。
　前記発声部及びソケットは、前記プラグが前記ライトニング端子内に挿入される際に同
時に同時に音楽再生及び充電することができる。
【００１１】
　さらに、前記プラグ及び前記ソケットは、前記プリント回路基板に装着されている。
　さらに、前記プラグ又は前記ソケットは、前記プリント回路基板に装着されている。
　さらに、前記ソケットは、前記接続ケーブルに設置されている。
　さらに、前記プラグ又は前記ソケットは、接続ケーブルを介して前記プリント回路基板
に接続されている。
　さらに、前記イヤホンは、前記発声部の発声パラメータを制御するための音声制御部と
、を含む。
　前記ソケットは、前記音声制御部に設置されている。
【００１２】
　さらに、前記プリント回路基板は、アナログ信号及びデジタル信号を変換するためのデ
コーダチップを備える。
　前記発声部は、前記接続ケーブルを介して前記デコーダチップに電気的に接続されてい
る。
　さらに、前記イヤホンは、またマイクと、を含む。
　前記デコーダチップは、Ａ／Ｄ変換モジュールと、Ｄ／Ａ変換モジュールと、を含む。
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記ライトニング端子から出力されたオーディオ信号を
前記発声部に適合されるためのオーディオ信号に変換する。
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　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、前記マイクからのアナログ信号を前記ライトニング端子
に適合されるためのデジタル信号に変換する。
【００１３】
　さらに、前記プリント回路基板に前記デコーダチップ状態を制御するためのマイクロ制
御ユニットが設けられている。
　さらに、前記プリント回路基板に前記ライトニング端子が入力した入力信号を標準信号
に変換するための主制御モジュールが設けられている。
　前記Ｄ／Ａ変換モジュールは、前記電子装置が入力したデジタルオーディオ信号から変
換された標準信号をイヤホンに適合されるためのアナログ信号に変換する。
　前記Ａ／Ｄ変換モジュールは、イヤホンのマイクからのアナログ信号を前記電子装置に
適合されるためのデジタル信号に変換する。
【００１４】
　さらに、前記プリント回路基板にライセンス認証を取得するための電源チップが設けら
れている。
　前記電源チップは、前記主制御モジュールに電気的に接続されている。
　前記ソケットは、前記電源チップに電気的に接続されている。
　さらに、前記プラグは、また前記プリント回路基板に電気的に接続されている接続セグ
メントと、を含む。
　前記電源チップは、前記接続セグメントに電気的に接続されている。
【００１５】
　さらに、前記接続セグメントの対向両面に前記ソケット及び前記接続ケーブルに電気的
に接続されている金属溶接点が設けられている。
　そのうち、前記接続ケーブルに電気的に接続されている金属溶接点は、ＬＡＭ　ＰＷＲ
、ＬＡＭ　Ｄ＋、ＬＡＭ　Ｄ－、ＬＡＭ　ＤＷ、ＬＡＭ　ＧＮＤである一方、
　前記ソケットに電気的に接続されている金属溶接点は、ＤＰ、Ｄ＋、Ｄ－、ＧＮＤであ
る。
　さらに、前記ライトニング端子は、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓ
のライトニング端子である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明が従来の技術に比べ、以下の有益な効果を備える：
　該イヤホンは、前記プラグによりオーディオ出力及び電源入力機能を備えるライトニン
グ端子（２２）に適合され、前記本体に設置された同時に作動することができる前記ソケ
ット（１６）と、前記本体に接続された発声部（３０）によりそれぞれ音楽再生及び充電
し、それによって音楽を聴きながら充電することを実現する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本発明の実施例における技術的解決手段をより明らかにするために、以下、実施例又は
従来技術の説明に使用する必要がある図面を簡単に説明する。以下の説明における図面は
、本発明のいくつかの実施例に過ぎない。当業者であれば、創造的な工夫をせずに、これ
らの図面により他の図面を取得することができる。
【００１８】
【図１】本発明の実施例によるイヤホンが装置に適合される構造概略図である。
【図２】図１におけるイヤホンの構造概略図である。
【図３】本発明の実施例に音楽を聞くための溶接点の回路構造図である。
【図４】本発明の実施例に充電ための溶接点の回路構造図である。
【００１９】
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【表１】

【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施例をより詳細に説明する。前記実施例の例示は図に示されている。その中
、ずっと同じまたは類似した符号は、同じまたは類似した素子または同じまたは類似した
機能を備える素子を示す。以下に参考図面に説明された実施例は、例示的で本発明を解釈
するためのものに過ぎず、本発明を限定するためのものではないことを理解すべきである
。
【００２１】
　本発明の説明において、“長さ”、“幅”、“上”、“下”、“前”、“後”、“左”
、“右”、“垂直”、“水平”、“頂”、“底”、“内”、“外”、等の専門用語が指示
した方位又は位置関係は、図面に示された方位又は位置関係に基づいて本発明を説明しや
すく及び簡単化するためのものに過ぎず、装置又は部品が特定の方位を有しそして特定の
方位で構築すると操作する必要があることを指す又は暗示するためのものではないため、
本発明を限定するためものではないことを理解すべきである。
【００２２】
　また、“第１”、“第２”などの用語は説明する目的のみに用いられ、相対重要性を指
す又は暗示する又は提出した技術的特徴の数量を暗示するためのものではないことを理解
すべきである。“第１”、“第２”など限定された特徴は、１つまたは複数の該特徴を含
むことを指す又は暗示する。
　本発明の説明において、“複数”の意味は、明確で具体的に限定以外、２つ又は２つ以
上を指す。
【００２３】
　本発明において、明確な規定及び限定以外、“装着”、“つながる”、“接続”、“固
定”、“設置”等の用語は、広義的に理解されるはずである。例えば、固定接続されても
よく、また分解可能に接続されてもよく、或いは一体化になってもよい。機械的に接続さ
れてもよく、又は電気的に接続されてもよい。直接に接続されてもよく、又は中間媒体を
介して間接に接続されてもよい。また２つの部品の内部の接続又は２つの部品の相互作用
関係であってもよい。当業者であれば、具体的な場合によって上記の用語の具体的な意味
を理解してもよい。
　本発明の目的、技術的解決手段及び利点をより明らかにするために、以下、具体的な図
面を結合させて本発明をさらに詳細に説明する。
【００２４】
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　図１及び図２に示されているように、本発明が提供したイヤホンは、発声部３０と、プ
リント回路基板１４と、前記プリント回路基板１４に電気的に接続されたプラグ１５と、
ソケット１６と、を含む。前記発声部３０は、接続ケーブル４０を介して前記プリント回
路基板１４に電気的に接続されている。前記プラグ１５は、オーディオ出力及び電源入力
機能を備えるライトニング端子２２に適合されるためのものである。このように、発声部
３０及びソケット１６は、プラグ１５がライトニング端子２２内に挿入される際に同時に
作動することができ、かつ音楽再生及び充電にそれぞれ用いられている。
【００２５】
　本発明が提供したイヤホンは、前記プラグ１５によりオーディオ出力及び電源入力機能
を備えるライトニング端子２２に適合され、前記本体１２に設置された同時に作動するこ
とができる前記ソケット１６と、前記本体１２に接続された発声部３０によりそれぞれ音
楽再生及び充電し、それによって音楽を聴きながら充電することを実現する。
【００２６】
　本発明の第１実施例において、前記イヤホンは、本体１２と、前記プリント回路基板１
４と、前記本体１２に固定された前記プラグ１５と、前記ソケット１６と、前記本体１２
と前記発声部３０との間に接続された接続ケーブル４０と、を含む。前記プラグ１５がラ
イトニング端子２２内に挿入される際、前記本体１２に同時に作動することができる前記
発声部３０及び前記ソケット１６を設置することにより、それぞれ音楽再生及び充電し、
それによって音楽を聴きながら充電することを実現する。
　実際に、前記ソケット１６は、前記接続ケーブル４０の任意位置に設置されてもよい。
前記プリント回路基板１４は、前記プラグ１５と一緒に設置されてもよく、また前記ソケ
ット１６と一緒に設置されてもよい。
【００２７】
　該実施例において、前記プラグ１５は、オーディオ出力及び電源入力機能を備える前記
ライトニング端子２２（Ｌｉｇｈｔｎｉｎｇインターフェース、以下同様）に適合された
コネクタである。前記接続ケーブル４０は、前記本体１２内の前記プリント回路基板１４
に直接に接続されている。他の実施例において、前記接続ケーブル４０と前記本体１２と
の間に互いに挿入可能な差込孔及びプラグが設けられてもよい。つまり、前記本体１２に
差込孔が設けられている一方、前記接続ケーブル４０の末端にプラグが設けられている。
前記プラグは、プレイヤーに挿入するためのイヤホンインターフェースである。例えば、
通用標準の３．５ｍｍのインターフェースまたは２．５ｍｍ又は６．５ｍｍなどの非通用
標準のインターフェースであってもよく、またライトニング端子、ＵＳＢインターフェー
ス、ｍｉｃｒｏ　ＵＳＢインターフェース、ＴＹＰＥ－Ｃインターフェース等のオーディ
オ出力インターフェースであってもよい。前記ソケット１６は、ＴＹＰＥ－Ｃインターフ
ェース、ＵＳＢインターフェース、ｍｉｃｒｏ　ＵＳＢインターフェース及びライトニン
グ端子等充電インターフェースに適合されるためのソケットである。前記ソケット１６に
より、外部給電装置に接続され、充電を実現することができる。
【００２８】
　図１及び図２に示されているように、さらに、前記本体１２は、第１差込部（図に示さ
れていない）を備える。前記第１差込部に前記プラグ１５が設けられている。前記接続ケ
ーブル４０は、前記第１差込部と反対方向に延伸する。前記第１差込部は、挿入しやすく
かつ製品の全体の一致性を保証するように、前記接続ケーブル４０と前記本体１２の対向
両側にそれぞれに設置されている。
【００２９】
　図２に示されているように、さらに、前記プリント回路基板１４は、アナログ信号及び
デジタル信号を変換するためのデコーダチップ１１を備える。前記デコーダチップ１１は
、マルチメディアデジタル信号コーデックであり、デジタル－アナログ変換（ＤＡＣ）及
びアナログ－デジタル変換（ＡＤＣ）を実現する。好ましくは、前記デコーダチップ１１
は、Ｃｏｄｅｃチップであってもよく、またアナログ信号及びデジタル信号を変換するこ
とができるほかのチップであってもよい。
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【００３０】
　図１及び図２に示されているように、前記デコーダチップ１１は、Ａ／Ｄ変換モジュー
ルと、Ｄ／Ａ変換モジュールと、を含む。前記Ａ／Ｄ変換モジュールと、Ｄ／Ａ変換モジ
ュールにより、前記ライトニング端子２２から出力されたオーディオ信号を前記発声部３
０に適合されるためのオーディオ信号に変換することができる。それによって、音楽再生
を実現する。
【００３１】
　図１及び図２に示されているように、さらに、前記プリント回路基板１４に前記デコー
ダチップ１１状態を制御するためのマイクロ制御ユニット１３が設けられている。前記マ
イクロ制御ユニット１３は、前記デコーダチップ１１のデコード状態を制御し、デコード
の安定性を保証することができる。具体的に、前記プラグ１５が前記ライトニング端子２
２に挿入される際、前記マイクロ制御ユニット１３は、オーディオ信号の出力があるかど
うかを検出する。オーディオ信号を検出した場合、前記デコーダチップ１１を制御し、前
記ライトニング端子２２から出力されたオーディオ信号に対してＤ／Ａ変換を行い、音楽
再生を実現する。前記マイクロ制御ユニット１３がアナログオーディオ信号の入力を検出
した場合、前記デコーダチップ１１を制御し、イヤホンから入力したオーディオ信号に対
してＡ／Ｄ変換を行い、イヤホンの通話を実現する。
【００３２】
　図１及び図２に示されているように、さらに、前記プリント回路基板１４にライセンス
認証を取得するための電源チップ１７が設けられている。アップル社の製品に挿入するた
め、前記電源チップ１７は、使用されたアップルスマートフォンと互いに認証するように
、アップル社の製品認証を取得する必要がある。
【００３３】
　図１及び図２に示されているように、さらに、前記プリント回路基板１４に前記ライト
ニング端子２２が入力した入力信号を標準信号に変換するための主制御モジュール１９が
設けられている。前記主制御モジュールは、Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ａｕｄｉｏ　Ｍｏｄｕｌ
ｅであり、ＬＡＭと略称される。前記Ｄ／Ａ変換モジュール１９がアップルスマートフォ
ンが入力したデジタルオーディオ信号から変換された標準信号をイヤホンに適合されるた
めのアナログ信号に変換する一方、前記Ａ／Ｄ変換モジュールがイヤホンのマイクからの
アナログ信号をアップルスマートフォンに適合されるためのデジタル信号に変換して、前
記プラグ１５によりアップルスマートフォンに伝送するように、前記ライトニング端子２
２が入力した入力信号を標準信号に変換してかつ前記Ａ／Ｄ変換モジュール／Ｄ／Ａ変換
モジュールに伝送する。前記Ａ／Ｄ変換モジュール／Ｄ／Ａ変換モジュールの機能状態の
切り換えは、前記マイクロ制御ユニット１３（ＭＣＵチップ）に制御されている。
【００３４】
　ソフトウェア更新のために、アプリ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎであり、ＡＰＰと略称さ
れている）を開発し、例えばアップルスマートフォン等の電子装置にインストールしても
よい。前記イヤホンのプラグ１５が電子装置のライトニング端子２２に適合される際に、
電子装置に該ＡＰＰを開き、前記ライトニング端子２２を介して前記主制御モジュール１
９に更新信号を送信する。前記主制御モジュール１９は、前記マイクロ制御ユニット１３
がソフトウェアを制御して更新させるように、前記マイクロ制御ユニット１３とＵＲイン
ターフェースを介して通信を行う。
【００３５】
　図２に示されているように、該実施例において、前記電源チップ１７は、前記主制御モ
ジュール１９に電気的に接続されている。前記ソケット１６は、前記電源チップ１７に電
気的に接続されている。前記発声部３０は、前記接続ケーブル４０により前記デコーダチ
ップ１１に電気的に接続されている。
【００３６】
　前記プラグ１５は、前記ライトニング端子２２に適合されるための差込部と、前記本体
１２に設置されてかつプリント回路基板１４に電気的に接続されている接続セグメントと
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、を含む。前記電源チップ１７は、前記接続セグメントに電気的に接続されている。前記
接続セグメントの対向両面に前記ソケット１６及び前記接続ケーブル４０に電気的に接続
されている金属溶接点が設けられている。そのうち、図３に示されているように、前記接
続ケーブル４０（つまりオーディオインターフェース）に電気的に接続されている金属溶
接点は、数が５個であり、ＬＡＭ　ＰＷＲと、ＬＡＭ　Ｄ＋と、ＬＡＭ　Ｄ－と、ＬＡＭ
　ＤＷと、ＬＡＭ　ＧＮＤと、を含む。図４に示されているように、前記ソケット１６（
充電インターフェース）に接続されている金属溶接点は、数が４個であり、ＤＰと、Ｄ＋
と、Ｄ－と、ＧＮＤと、を含む。
【００３７】
　図２に示されているように、さらに、前記イヤホンの発声部３０は、左発声ユニット３
２と、右発声ユニット３４とを備える。前記イヤホンは、さらに前記発声部３０と前記本
体１２との間に設置されてかつ前記接続ケーブル４０に電気的に接続されている音声制御
部５０と、を含む。該イヤホンは、前記発声部３０と前記本体１２との間に設置された音
声制御部５０により、前記発声部３０の発声パラメータを制御する。例えば、前記左発声
ユニット３２と前記右発声ユニット３４の音量及び音楽再生とイヤホン通話との機能切り
換えを制御し、使いやすくなる。
【００３８】
　図２に示されているように、さらに、前記接続ケーブル４０は、前記本体１２から引き
出した引出セグメント４２と、を含み、前記引出セグメント４２に沿って末端に分岐し、
前記左発声ユニット３２と、前記右発声ユニット３４の左接続ケーブル４４及び右接続ケ
ーブル４６にそれぞれ接続されている。前記音声制御部５０は、前記左接続ケーブル４４
又は右接続ケーブル４６に設置され、図に右接続ケーブル４６に設置されている。本発明
の実施例が提供したイヤホンは、前記接続ケーブル４０を分岐を備える二段式構造と設置
することにより、ユーザが使いやすくなる。前記引出セグメント４２は、一方の端が直接
に又は前記本体１２におけるイヤホンインターフェースを介してプリント回路基板に接続
され、かつ前記左接続ケーブル４４により前記左発声ユニット３２を引き出し、前記右接
続ケーブル４６により前記右発声ユニット３４を引き出す。また、前記音声制御部５０は
、音量を調節して音楽再生とイヤホン通話との機能の切り換えを実現するために、前記左
接続ケーブル４４又は右接続ケーブル４６に設置されてもよい。
【００３９】
　実際に、前記音声制御部５０は、前記接続ケーブル４０の任意位置に設置されてもよい
。前記ソケット１６は、前記音声制御部５０に設置されてもよい。
　図２に示されているように、さらに、前記本体１２は、また前記第１差込部と互いに垂
直になる第２差込部（図に示されていない）を備える。前記ソケット１６は、前記第２差
込部に設置されている。
【００４０】
　前記プラグ１５、前記接続ケーブル４０及び前記ソケット１６は、前記本体１２の３つ
の側面にそれぞれ位置する。前記本体１２が方形体である場合、前記プラグ１５、前記接
続ケーブル４０と前記本体１２の対向両側面に位置する一方、前記ソケット１６が前記プ
ラグ１５及び前記接続ケーブル４０が位置する側面以外の側面に位置してもよい。
【００４１】
　他の１つの実施例において、前記プラグ１５及び前記ソケット１６は、前記本体１２の
異なる側面に位置する。前記プラグ１５が本体１２に直接に設置されてもよく、また接続
ケーブル（図に示されていない）により本体１２のプリント回路基板１４に電気的に接続
されてもよい。
【００４２】
　図１及び図２に示されているように、さらに、前記ライトニング端子２２は、Ｉｐｈｏ
ｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓのライトニング端子である。つまり、前記ライ
トニング端子２２を設置する装置は、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓ
であってもよく、または該タイプのライトニング端子２２を備える他のアップル社のＩｐ
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ｏｄ又はＩｐａｄなどの装置であってもよく、または他社の移動装置であってもよい。こ
こに制限しない。前記プラグ１５は、前記ライトニング端子に適合されるためのライトニ
ングプラグである。前記ソケット１６は、オーディオ出力、電源入力及びデータ交換機能
を備えるライトニング端子であってもよい。
　該実施例において、前記ソケット１６は、数が１つ又は２つであってもよく、また３つ
または３つ以上であってもよい。適合されるインターフェースのタイプは、同じでもよく
、または異なってもよく、一部が同じであってもよく、または一部が異なっても良い。
【００４３】
　前記ソケット１６の数が２つ以上の場合、これらの前記ソケット１６をスタッキングし
てもよい。つまり、前記接続ケーブル４０に近い前記本体１２の箇所にスタッキングして
もよく、又は前記ソケット１６に近い前記本体の箇所にスタッキングしてもよい。スタッ
キングは、全体の前記本体１２の構造がコンパクトになるように、前記本体１２の厚さ方
向に重畳して設置されているというように理解してもよい。
【００４４】
　他の１つの実施例において、前記本体１２は、前記第１差込部と互いに垂直になる第２
差込部を備える以外、さらに前記第２差込部の反対方向にある第３差込部と、を含む。前
記第３差込部も、前記第１差込部と互いに垂直になる。前記第３差込部にソケットが設け
られている。前記ソケットが適合されるインターフェースのタイプは、前記ソケット１６
と同じであってよく、又は異なっても良い。また、前記第１差込部、前記第２差込部、前
記第３差込部及び接続ケーブル４０に近い前記本体１２の箇所に１つ以上のソケットをス
タッキングしてもよい。これらのソケットは、人間工学、製品設計要求に基づいて前記本
体１２の任意位置に配列されてもよい。ここに制限しない。
【００４５】
　前記本体１２に複数のソケットがある場合、前記複数のソケットは、ライトニング端子
、オーディオインターフェース、データ交換インターフェース等の任意タイプのインター
フェースであってもよい。異なるタイプのインターフェースは、前記プラグ１５の接続セ
グメントにおける対応した溶接点に電気的に接続されてもよい。
【００４６】
　以上の説明において、前記プラグ１５、単独したソケット又はインターフェースのその
うち１つの機能のみを利用する。例えば、音楽を聞く又は充電する。実際に、前記プラグ
１５だけではなく、単独したソケット又はインターフェースは、音楽を聞き、充電する及
びデータ交換を行う複数の機能を備える。例えば、ライトニングプラグに適合されるライ
トニングソケットは、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓのライトニング
端子と同じように、音楽を聞く、充電する及びデータ交換を行う複数の機能を備える。そ
うすると、Ｉｐｈｏｎｅ　７又はＩｐｈｏｎｅ　７　Ｐｌｕｓのライトニング端子を前記
イヤホンに移植することに相当する。
【００４７】
　上記は本発明の優れた実施例に過ぎず、本発明を制限するものではない。本発明の精神
及び原則の内になされたあらゆる変更、等価取替及び改良等は、本発明の保護範囲内に含
まれるはずである。
【符号の説明】
【００４８】
１１　デコーダチップ
１２　本体
１３　マイクロ制御ユニット
１４　プリント回路基板
１５　プラグ
１６　ソケット
１７　電源チップ
１９　主制御モジュール
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２２　電子装置のライトニング端子
２２　ライトニング端子
３０　発声部
３２　左発声ユニット
３４　右発声ユニット
４０　接続ケーブル
４２　引出セグメント
４４　左接続ケーブル
４６　右接続ケーブル
５０　音声制御部

【図１】 【図２】
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